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        No. 2598
2022 年 8 月 22 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
11
日
、国
内
の
累
計
感
染

者
が
１
５
０
０
万
人
を
超

え
た
」「
18
日
、
全
国
で

5
万
５
千
人
と
過
去
最
多

と
な
っ
た
」「
21
の
道
県
で

過
去
最
多
を
更
新
し
た
」

「
死
者
は
２
８
７
人
。４
日

連
続
で
２
０
０
人
を
こ
え

急
増
し
て
い
る
」「
専
門
家

組
織
が
死
者
数
の
更
な
る

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
危

機
感
を
示
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
２
次
岸
田
新
内
閣

（
10
日
）。「
前
倒
し
の
内
閣

改
造
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
や

統
一
教
会
問
題
な
ど
国
民

の
批
判
を
か
わ
す
こ
と
が

狙
い
だ
」「
そ
れ
で
も
閣
僚

８
人
が
統
一
協
会
と
関

わ
っ
て
い
た
」「
副
大
臣
、

「
軍
事
対
軍
事
」
の
大
軍
拡
で
な
く
、  

  

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

広がる市民社会の役割
NPT再検討会議NGOセッション
で笠井議員が発言

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
日
本

原
水
協
が
ト
ッ
プ
に
指
名

さ
れ
、
笠
井
亮
氏
（
日
本

共
産
党
衆
院
議
員
）
が
代

表
し
て
発
言
し
ま
し
た

（
８
月
５
日
）。

　

笠
井
氏
は
「
核
保
有
国

が
『
核
抑
止
力
』
論
に
固

執
し
て
い
る
こ
と
は
理
性

の
崩
壊
で
あ
り
、
そ
の
無

法
が
許
さ
れ
る
な
ら
不
拡

散
の
枠
組
み
も
完
全
に
崩

壊
す
る
」
と
強
調
。
核
兵

器
禁
止
条
約
を
国
連
憲
章

と
Ｎ
Ｐ
Ｔ
履
行
を
前
進
さ

せ
る
努
力
と
し
て
尊
重
す

る
こ
と
を
求
め
、
大
き
な

拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

国
連
総
会
会
議
場
の
大

画
面
に
は
笠
井
氏
の
姿
が

映
し
出
さ
れ
そ
の
主
張
が

鳴
り
響
き
ま
し
た
。
総
会

会
議
場
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
発

言
は
２
０
１
０
年
の
会
議

で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
市
民
社
会
の
国
際
的

な
役
割
が
画
期
的
に
大
き

く
な
っ
た
こ
と
の
表
れ
で

す
。

（16 日、新宿区）

民主主義壊してきた安倍元首相
「国葬」やめよ　市民が集会

国
際
勝
共
連
合
の
改
憲
案

　

自
民
党
の
改
憲
案
と
ウ
リ
二
つ

　

旧
統
一
協
会
と
一
体
の

反
共
謀
略
団
体
「
国
際
勝

共
連
合
」
の
憲
法
改
正
案

が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
掲
載

さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
（
２
０
１
７
年
４
月
公

表
）。

　

勝
共
連
合
が
掲
げ
る
改

憲
の
優
先
課
題
、
①
緊
急

事
態
条
項
の
創
設
②
家
族

条
項
の
創
設
③
９
条
へ
の

自
衛
隊
明
記
―
は
、
自
民

党
の
改
憲
案
と
全
く
同
じ

で
す
。

　

中
身
も
ウ
リ
二
つ

　

①
「
緊
急
事
態
条
項
の

新
設
」
で
は
戦
争
に
つ
い

て
例
示
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

勝
共
連
合
系
雑
誌
「
世
界

思
想
」
21
年
５
月
号
で
は
、

緊
急
事
態
条
項
の
対
象
を

「
戦
争
や
災
害
な
ど
」と
記

し
、
そ
の
場
合
に
「
憲
法

秩
序
を
一
時
停
止
」（
人
権

の
停
止
、
議
会
制
民
主
主

義
の
停
止
）
と
し
て
い
ま

す
。

　

自
民
党
の
18
年
改
憲
案

で
は
戦
争
の
例
示
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
12
年
の
改
憲

草
案
に
は
「
外
部
か
ら
の

武
力
攻
撃
」
が
明
記
。
法

律
と
同
じ
効
力
を
も
つ
政

令
を
内
閣
が
制
定
で
き
る

と
さ
れ
、
国
会
の
権
限
を

内
閣
が
独
占
す
る
民
主
主

義
否
定
の
仕
組
み
で
す
。

両
者
は
そ
っ
く
り
で
す
。

　

②
家
族
条
項
は
自
民
党

の
12
年
改
憲
草
案
の
内
容

そ
の
ま
ま
で
す
。

　

③
「
自
衛
隊
明
記
」
に

つ
い
て「
自
衛
軍
」か「
国

防
軍
」
の
明
記
を
主
張
。

「
国
防
軍
」を
明
記
を
し
た

自
民
党
案
と
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
ま
す
。

政
務
官
計
54
人
中
23
人
が

統
一
協
会
と
関
わ
っ
て
い

た
」「
女
性
の
入
閣
は
2
人

だ
け
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

統
一
協
会
と
自
民
党
の

癒
着
問
題
。「
葉
梨
法
相
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
統

一
協
会
系
の
月
刊
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
」「
生
稲
晃

子
議
員
も
先
の
参
院
選
で

萩
生
田
政
調
会
長
と
協
会

関
連
施
設
へ
の
訪
問
を
認

め
た
」「
共
同
通
信
の
世
論

調
査
で
は
統
一
協
会
と
の

関
わ
り
説
明
不
足
が
89
・

５
％
だ
」「
臨
時
国
会
を
招

集
し
統
一
協
会
と
の
癒
着

の
全
容
を
解
明
し
て
欲
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

77
回
目
の
原
爆
の
日
。

「
松
井
広
島
市
長
、田
上
長

崎
市
長
と
も
に
政
府
に
一

刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止
条

約
締
約
国
に
加
わ
る
こ
と

を
強
く
求
め
た
」「
広
島
の

式
典
に
国
連
の
グ
テ
レ
ス

事
務
総
長
が
参
加
。
核
の

脅
威
に
対
し
、
核
兵
器
を

持
た
な
い
こ
と
が
唯
一
の

解
決
策
と
訴
え
た
」「
岸
田

首
相
の
あ
い
さ
つ
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
は
一
切
触

れ
な
か
っ
た
。
被
爆
国
の

首
相
と
し
て
両
市
長
の
訴

え
に
応
え
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
13
日
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
南
部
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ

原
発
が
再
び
攻
撃
さ
れ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
収
賄

容
疑
で
つ
い
に
逮
捕
者
。

「
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
高

橋
元
理
事
は
電
通
元
専
務

だ
」「
贈
賄
側
は
紳
士
服

AO
KI

の
３
人
だ
」「
巨
額

の
公
金
が
動
く
今
の
や
り

方
を
見
直
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔

平
が
２
桁
勝
利
＆
２
桁
本

塁
打
を
達
成（
９
日
）。「
野

球
の
神
様
、
ベ
ー
ブ
ル
ー

ス
以
来
１
０
４
年
ぶ
り
の

歴
史
的
快
挙
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

行
動
制
限
の
な
い
お
盆

休
み
。「
人
の
出
は
昨
年
を

大
き
く
上
回
っ
た
」「
コ
ロ

ナ
感
染
の
拡
が
り
で
取
り

や
め
た
家
族
も
い
る
」「
水

の
事
故
が
多
い
の
は
残
念

だ
」

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
７
月
、「
ス

ク
ラ
ム
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
」
に
関
す
る
燃
焼
飛
行

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
防
衛
省
防
衛
装

備
庁
か
ら
極
超
音
速
ミ
サ

イ
ル
の
開
発
を
め
ざ
す
委

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
組
み
込
む
大
軍
拡

　
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
開
発

託
研
究
業
務
の
一
環
で
す
。

　

開
発
を
め
ざ
す
極
超
音

速
ミ
サ
イ
ル
は
、
敵
に
迎

撃
さ
れ
に
く
い
高
度
を
軌

道
変
更
し
な
が
ら
極
超
音

速
（
マ
ッ
ハ
５
以
上
）
で

飛
翔
で
き
る
巡
航
ミ
サ
イ

ル
。
憲
法
違
反
の
“
敵
基

地
攻
撃
兵
器
”
で
す
。

　

日
本
の
宇
宙
開
発
は
も

と
も
と
、
国
会
決
議
で
非

軍
事
分
野
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
08
年

に
宇
宙
基
本
法
は
、
宇
宙

開
発
利
用
を
「
我
が
国
の

安
全
保
障
に
資
す
る
」
と

百
八
十
度
転
換
。
12
年
に

は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
法
が
改
悪
。

業
務
を
「
平
和
の
目
的
に

限
り
」
行
う
と
定
め
た
規

定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

原
水
禁
世
界
大
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴

　

若
い
人
が
運
動
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
が
印
象
に

残
っ
た
。
高
校
生
の
運
動

の
合
い
言
葉
「
私
達
は
微

力
で
は
あ
る
が
無
力
で
は

な
い
」
を
み
ん
な
の
合
い

言
葉
に
し
よ
う
と
被
爆
者

代
表
が
挨
拶
し
た
。
共
産

党
と
立
憲
民
主
党
の
国
会

議
員
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
沢
山
送
っ
て
い
た
。

共
産
党
の
笠
井
さ
ん
か
ら

は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
参

加
報
告
。長
崎
市
長
は「
北

東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯

構
想
の
よ
う
に
核
に
頼
ら

な
い
方
向
へ
進
む
議
論
こ

そ
先
導
し
て
」
と
訴
え
た
。

勇
気
づ
け
ら
れ
る
発
言
が

沢
山
あ
っ
た
。　
（
Ｗ
）

憲法研究者が「国葬反対」
84 氏声明。国民の諸権利侵害
の恐れ

　

政
府
に
よ
る
安
倍
元
首

相
の
国
葬
の
決
定
は
日
本

国
憲
法
に
反
す
る
と
し
て
、

憲
法
研
究
者
84
人
が
３
日
、

反
対
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

声
明
は
、
明
治
憲
法
下

の
国
葬
令
は
１
９
４
７
年

に
失
効
し
た
と
述
べ
、
法

規
が
な
い
も
と
で
、
国
会

が
関
わ
れ
な
い
内
閣
府
設

置
法
を
根
拠
に
国
葬
を
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
る
岸

田
内
閣
の
手
続
き
は
「
法

治
主
義
に
違
反
す
る
」
と

強
調
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
が
保
障

す
る
「
思
想
・
良
心
の
自

由
」「
信
教
の
自
由
」「
表

現
の
自
由
」
に
抵
触
し
、

「
国
民
の
各
人
が
も
つ
人

と
し
て
の
在
り
方
、『
個
人

と
し
て
の
尊
厳
』（
憲
法
13

条
）
へ
の
侵
害
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

た
」「
砲
撃
が
相
次
ぎ
国
連

安
保
理
が
11
日
、
核
の
安

全
を
懸
念
し
核
施
設
周
辺

の
軍
事
活
動
を
控
え
る
よ

う
警
告
し
た
ば
か
り
だ
っ

た
」「
17
日
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
新
た
に
４
隻
の
穀
物

船
が
出
港
し
た
。
輸
出
再

開
以
降
、
出
港
し
た
貨
物

船
は
計
25
隻
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

列
島
各
地
で
豪
雨
。「
東

北
は
何
度
も
何
度
も
豪
雨

に
襲
わ
れ
て
大
き
な
被
害

が
出
た
」「
各
地
で
線
状
降

水
帯
が
発
生
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
８
号
が
関
東
を
直

撃
（
13
日
）。「
お
盆
休
み

中
だ
っ
た
」「
千
葉
や
茨
城

な
ど
東
電
管
内
で
１
万
２

６
０
０
軒
が
停
電
。
交
通

機
関
に
も
影
響
が
あ
っ

た
」


